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＜連絡事項＞
・特記事項無し。
＜患者様連絡事項＞
・西野　純子様～本人より退院希望あり、9:40自宅へ退院となる。

・森川　きよ様～3/16　13:00退院予定。
・佐藤　俊也様～本人より歯痛訴えあり。田名部Drよりカロナール(200)3T　3×ndE　本日昼より4日分処方となる。
・安達　貴浩様～シンラック液1本処方となっている。

・小山　幸孝様～馬渡Drより3/7～3/10まで血糖測定1回(朝)、3/11～3/13まで血糖測定1回(昼)の指示あり。
・小舘　晴様～本日、排便8日ないため、馬渡Drへ報告。食事摂取していないことから経過観察の指示となる。
・西村　キン子様～排便4日ないため、馬渡Drへ報告し、食事摂取していないことから経過観察となる。

＜隔離・拘束患者様状態報告＞
・木村　格治様～終日隔離継続中。3:45覚醒後より、自分本位な発言や大声を出す等の行為持続。拒薬もあるため、指示にてレボトミン(25)1A筋注施行している。施行後は落ち着いて過ごされていたが昼食後より入浴に関する訴えを大声でしている。
引き続き、精神状態の観察を行い、早期に処遇改善できるよう看護介
入行っていく。
・小舘　晴様～身体拘束継続中。点滴刺入部の下肢のみ拘束中。点滴中はライントラブルなく、拘束部位の循環障害はない。バイタルサイン異常なく経過している。
＜要注目患者様＞

・吉田　レイ子様～朝食は拒否あり、牛乳のみ摂取している。点滴は車椅子へ移乗し、施行。トラブルなく実施している。昼食はセッティングにて1/2程度摂取することできている。

・石川　広光様～他室侵入することあるが介入には易怒的となることなく応じることできている。
・西舘　ツル様～食事は拒否なく摂取することできている。余暇は自室にて過ごしていること多い。声掛けには時間は要するが穏やかに返答。

・小笠原　久年様～病的体験に左右された発言や行動はなく、切迫した様子なし。
・小田　沙也加様～気分高揚あるが、過度な話し掛けはない。母親への不満訴えるが切迫した様子はない。
・向井　敦子様～妄想発言はないがニヤツキ見られている。
・織笠　キヌエ様～体温37.4～37.5℃、クーリングで対応中。他バイタルサインに異常はない。朝食時むせ込み強く、食事・内服中止している。昼食は1/4程度摂取するもむせ込みあり。喘鳴、全身の浮腫著明。
・三浦　幹様～「すいません」「お願いします」と依存的発言多い。食事は数口のみ摂取し、補食にて対応している。バイタルサインに異常はない。
＜措置入院患者様ケース検討＞
・藤井　崇史様～余暇はシャドーボクシングをしていることはあるが他者トラブルなく経
　　　　　　　　過。OTにも拒否なく参加することできている。妄想・幻聴の発言はない。
・猪石　和宏様～多弁さや不満訴えなく、落ち着いて過ごす事できている。余暇はホール
にて過ごしていること多く、他者との交流もみられている。症状安定し
てきているため、今後措置解除を行っていく予定。

＜新入院患者様情報＞
氏　　名：成田　力大(なりた　りきひろ)様(18)　男性

生年月日：平成11年5月20日(18歳)
病　　名：急性一過性精神病性障害(疑い)
病棟病室:東病棟Ａユニット8号室
　入院形態：措置入院(当院1回目)

　主治医　：馬渡Dr

　＜経過＞

　　母様の話によると本人小学校4年生時よりいじめが原因とみられる不登校があり、中学校まで不登校を繰り返していた。ささクリニックへの受診歴があるが本人の拒否により通院は中断されていた。また、中学校3年、高校1年時に八戸赤十字病院へ1～2ヶ月程度の入院歴がある。H9年頃より独語が出現し、昼夜逆転となる。また、季節を問わず、

　家の窓を開けっぱなしにする、自宅の鍵を閉めっぱなしにする等の奇異行為がみられていた。

　　H30.3.6八戸市立図書館にて60代男性へ「お前がいると図書館の雰囲気が悪くなる」と怒鳴ったことで警察へ通報されていた。H30.3.9携帯電話を片手にした状態で八戸警察署へ行き、一般女性へ詰め寄り、携帯電話を振り上げたところを警察官が制止。「衛兵を呼べ」「警察に電話するぞ」等叫び、錯乱状態となったことから措置通報が実施。一次診察(マナクリニックDr)、二次診察(ささクリニックDr)にて要措置と判定。当院への受入要請があり、H30.3.10当院初診し、1回目の入院となる。
